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▲商品を販売する生徒

▲真っ赤に染まった横蔵寺の紅葉

▲結婚を披露した横田さん夫妻

▲水が描くウロコ模様

揖
斐
高
シ
ョ
ッ
プ
開
店

～
人
気
商
品
売
れ
行
き
上
々
～

紅こ
う

葉よ
う

の
名
所
で
も
み
じ
ま
つ
り

～
谷
汲
山
華
厳
寺
・
両
界
山
横
蔵
寺
～

徳
山
ダ
ム
で
観
光
放
流

～
ウ
ロ
コ
模
様
に
感
動
～

恋
の
つ
り
橋
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

～
恋
愛
イ
ベ
ン
ト
で
地
域
を
活
性
化
～

　

総
貯
水
容
量
日
本
一
の
徳
山
ダ
ム
で
、

11
月
２
日（
土
）～
４
日（
月
）に
か
け
て
観

光
放
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
合
わ
せ
て
行
わ

れ
た
観
光
放
流
で
は
、
10
時
～
15
時
ま
で

１
時
間
お
き
に
そ
れ
ぞ
れ
10
分
間
、
洪
水

時
用
の
ゲ
ー
ト
を
開
い
て
、
毎
秒
約
３
ト

ン
の
水
を
放
流
。
流
れ
出
し
た
水
は
、
全

長
約
２
７
０
メ
ー
ト
ル
の
ダ
ム
堤
体
斜
面

に
ウ
ロ
コ
模
様
を
描
き
な
が
ら
流
れ
落
ち

ま
し
た
。

　

来
場
者
は
、
水
が
描
く
模
様
に
感
嘆
の

声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
、
藤
橋
城
と
徳
山
会
館
か
ら

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
運
行
さ
れ
、
１
３
０
０

人
の
観
光
客
が
訪
れ
て
ダ
ム
の
放
流
と
徳

山
の
紅
葉
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

11
月
２
日（
土
）、「
恋
の
つ
り
橋
」（
久

瀬
地
域
）
で
恋
の
つ
り
橋
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

揖
斐
川
に
架
か
る
こ
の
橋
は
、
長
さ
約

80
メ
ー
ト
ル
の
木
製
の
つ
り
橋
で
、
周
辺

に
は
、
鐘
や
結
ば
れ
地
蔵
な
ど
が
あ
り
恋

愛
成
就
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
人
気

を
博
し
て
い
ま
す
。

　

久
瀬
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
主
催
で
行

わ
れ
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
恋
愛
に
関

す
る
ス
テ
ー
ジ
や
結
婚
の
カ
ッ
プ
ル
を
祝

福
す
る
催
し
が
あ
り
、
若
者
や
家
族
連
れ

で
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
結
婚
を
披
露
し
た
の
は
、
久

瀬
診
療
所
の
医
師
、横よ
こ

田た

修し
ゅ
う

一い
ちさ
ん
夫
妻
で
、

三
三
九
度
な
ど
の
儀
式
を
行
っ
た
二
人
に

大
勢
か
ら
祝
福
の
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
バ
ザ
ー
や
演
奏
会
も

行
わ
れ
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

紅
葉
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
る
谷
汲
山

華
厳
寺
（
町
営
駐
車
場
）
と
両
界
山
横
蔵

寺
で
も
み
じ
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
10
日（
日
）に
開
催
さ
れ
た
谷
汲
も

み
じ
ま
つ
り
は
、
生あ
い
に
く憎
の
雨
と
な
り
ま
し

た
が
、
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど

が
行
わ
れ
、多
く
の
人
で
賑に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
会
場
で
は
、
谷
汲
門
前
町

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
い
の
り
ち
ゃ
ん
（
※

表
紙
で
紹
介
）」
の
着
ぐ
る
み
が
初
め
て
披

露
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
人
気
を
集
め
て

い
ま
し
た
。

　

11
月
17
日（
日
）に
開
催
さ
れ
た
横
蔵
寺

も
み
じ
ま
つ
り
は
、
真
っ
赤
に
染
ま
っ
た

紅も
み
じ葉
が
来
場
者
を
迎
え
、
太
鼓
演
奏
な
ど

で
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
横
蔵
寺
で
は
、
11
月
１
日（
金
）

～
30
日（
土
）の
期
間
で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が

行
わ
れ
、
多
く
の
見
物
客
が
鮮
や
か
に
浮

か
び
上
が
っ
た
紅も

み
じ葉

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

11
月
16
日（
土
）、
揖
斐
高
校
の
普
通
科

情
報
コ
ー
ス
の
三
年
生
が
運
営
す
る
揖
斐

高
シ
ョ
ッ
プ
が
Ｊ
Ａ
い
び
が
わ
フ
ェ
ス
タ

の
会
場
（
中
央
公
民
館
）
で
開
店
し
ま
し
た
。

　

こ
の
揖
斐
高
シ
ョ
ッ
プ
は
、
揖
斐
高
起

業
家
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
貫
で
毎
年

開
か
れ
て
お
り
、
生
徒
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
調
査
な
ど
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　

一
日
限
り
の
揖
斐
高
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

生
徒
が
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
考
案
し
た
う
ど
ん

こ
ん
に
ゃ
く
や
、
豆
乳
ド
ー
ナ
ツ
、
手
芸

商
品
な
ど
が
ず
ら
り
と
並
び
、
来
場
者
の

注
目
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

　

こ
ん
に
ゃ
く
商
品
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

レ
シ
ピ
を
付
け
た
り
、
ゼ
リ
ー
の
つ
か
み

ど
り
販
売
を
行
う
な
ど
、
高
校
生
ら
し
い

工
夫
が
み
ら
れ
、
買
い
求
め
る
人
で
賑
わ

い
ま
し
た
。
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▲スクリーニング訓練の様子

▲アイガモ農法を紹介する児童

▲ウォーキングを楽しむ参加者

原
子
力
防
災
訓
練

～
原
子
力
災
害
に
備
え
を
～

ア
イ
ガ
モ
農
法
で
育
て
た
お
米
を
寄
贈

～
清
水
小
学
校
５
年
生
～

秋
の
城
台
山
公
園
と
揖
斐
川
の

町
並
み
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

▲電車ファンで賑わう会場

赤
い
電
車
ま
つ
り

～
ひ
っ
ぱ
れ
赤
い
電
車
～

　

11
月
17
日（
日
）、
旧
名
鉄
谷
汲
駅
周
辺

で
谷
汲
を
駆
け
た
赤
い
電
車
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た「
赤
い
電
車
ま
つ
り
」が
行
わ
れ
、約

２
５
０
０
人
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

名
鉄
谷
汲
線
は
２
０
０
１
年
に
廃
線
と

な
り
ま
し
た
が
、２
０
０
２
年
に
市
民
グ

ル
ー
プ
で
つ
く
る「
赤
い
電
車
友
の
会
」を

中
心
に
赤
い
電
車
、２
０
０
６
年
に
は
赤
白

電
車
を
旧
名
鉄
谷
汲
駅
で
保
存
展
示
し
て

い
ま
す
。

　

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
「
ひ
っ
ぱ
れ
赤
い

電
車
」
で
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
が
、
電
車
に
付
け
た
綱
を
力
を
合
わ
せ

て
ひ
っ
ぱ
り
、
約
80
メ
ー
ト
ル
を
往
復
し

ま
し
た
。

　

電
車
が
動
き
出
す
と
、
会
場
か
ら
は
拍

手
と
歓
声
が
沸
き
起
こ
り
、
盛
り
上
が
り

を
見
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
、
演
奏
会
や
農
産
物

の
販
売
な
ど
も
行
わ
れ
来
場
者
を
楽
し
ま

せ
ま
し
た
。

　

11
月
23
日（
土
）、
秋
の
城
台
山
公
園
と

揖
斐
川
の
町
並
み
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
行
わ

れ
約
４
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、町
の
自
然
や
歴
史
を
巡

り
、揖
斐
川
の
町
並
み
の
魅
力
を
再
発
見
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
会
場
は
、
揖
斐
川

町
役
場
で
、
参
加
者
は
、
全
長
約
７
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
所
要
時
間
２
時
間
半
の
コ
ー

ス
を
楽
し
み
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
爽
や

か
な
秋
晴
れ
で
、
参
加
者
は
美
し
い
景
色

を
眺
め
な
が
ら
、
コ
ー
ス
ポ
イ
ン
ト
の
揖

斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館
や
三
輪
神
社
な
ど

を
見
学
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、コ
ー
ス
上
に
は
、豚
汁
や
甘
酒
の

サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
あ
り
、参
加

者
は
秋
の
揖
斐
川
町
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

11
月
25
日（
月
）、
清
水
小
学
校
の
５
年

生
25
人
が
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
揖
斐
川
尚し

ょ
う

和わ

園え
ん

を
訪
れ
、
児
童
ら
が
「
ア
イ
ガ
モ
農

法
」
で
育
て
た
お
米
（
１
２
５
キ
ロ
グ
ラ

ム
）
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

清
水
小
学
校
で
は
、
５
年
生
の
児
童
が

総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
、
近
隣
農
家
の

協
力
を
得
て
田
植
え
か
ら
収
穫
ま
で
の
体

験
学
習
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　

児
童
ら
は
、
イ
ラ
ス
ト
で
田
植
え
か
ら

脱
穀
ま
で
の
体
験
話
や
、
ア
イ
ガ
モ
農
法

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　
「
農
薬
を
使
わ
な
い
ア
イ
ガ
モ
農
法
で

育
て
た
お
米
を
食
べ
て
く
だ
さ
い
」
と
入

所
者
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

12
月
１
日（
日
）、
岐
阜
県
主
催
の
原
子

力
防
災
訓
練
が
、
緊
急
時
防
護
措
置
準
備

区
域
（
原
発
か
ら
概
ね
30
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

圏
内
）
の
坂
内
川
上
地
区
の
住
民
を
対
象

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
防
災
訓
練
は
、
原
子
力
災
害
時
に

お
け
る
防
災
体
制
の
確
認
や
関
係
機
関
の

連
携
体
制
の
強
化
を
図
る
目
的
で
実
施
さ

れ
た
も
の
で
、
揖
斐
川
町
で
は
、
地
域
住

民
や
岐
阜
県
職
員
、
町
職
員
な
ど
総
勢

１
５
０
人
が
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

美
浜
原
発
（
福
井
県
）
の
事
故
を
想
定

し
た
こ
の
訓
練
で
は
、災
害
本
部
（
県
庁
）

と
の
テ
レ
ビ
会
議
や
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
模

擬
配
布
、
避
難
場
所
の
中
央
公
民
館
で
は

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ（
身
体
表
面
汚
染
検
査
）

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。


